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定例工学研究科委員会（懇談会）議事録 

 

日  時   平成２４年９月１２日（水） １３時４０分 ～ １４時３５分 

場  所   中央棟 大会議室 

出 席 者   金井研究科長 ほか９４名 

欠 席 者   堀切川、湯上、福西、羽根、高、足立、浅井（航空）、大津、澤谷、山田、鷲尾

金子、小池（洋）、藤原、安藤、宮﨑、板谷、中山、正田、熊谷、進藤、大村、

原田、京谷（孝）、持田、植松、石田（壽）、五十嵐、前田、長平、村田、橋田、

大井、小池（淳）、木村、松浦、梅村、佐藤（正）、田中（真）、芳賀、田中（徹）、

小玉、四竃、阿部（弘）、長井、青木（大）、渡邉、松岡、牧野、千葉、正橋、早

乙女、吉川、西山、圓山、佐藤、寒川、徳山、小原、小林、大平、早瀬、尾辻、

中沢、羽生、加藤（修）、末松、室田、長、白井、上原、末光、八坂、佐藤（茂）、

庭野、石山、高桑、柳原、北上、髙橋（正）、秩父、京谷（隆）、栗原、宮下、村

松、芥川、中川、垣花、横山（千）、阿尻、下村、佐藤（俊）、百生、蔡、雨澤、

石坂、源栄、今村、越村、横山（弘）、谷内、吉澤、陳、松倉、の各教授  

外国出張等  山口（正）、伊藤、佐橋、新田、原山、久保、中島、江刺、山口（隆）、大林、 

寺田、の各教授 

  

１．新任教員紹介 

議長から、新任の指導教員等の紹介があり、当該教員から挨拶があった。  

 

２．前回記録確認 

議長から、平成２４年７月１１日（水）開催の定例工学研究科委員会議事録案について諮り、

原案どおり承認した。 

 

３．人事異動 

議長から、配付資料に基づき報告があった。 

 

４．委員会等報告 

議長から、前回の工学研究科委員会以降にかかる委員会等報告は、グループウエアに掲載して

ある旨発言があり、補足説明、追加報告等なく了承した。 

 

５．審議事項 

議長から、今回の定例工学研究科委員会は、欠席者多数により出席者数が定足数を満たすこ

とが出来ず成立しなかったため、審議事項（１）～（３）について、後日、臨時工学研究科委

員会を開催することとした。 

なお、臨時工学研究科委員会は、本日の出席者はこの場で審議し、欠席者には書面により承

認の可否を伺い、本委員会構成員の過半数を得られた場合にはこれを承認し、学位を授与する

ことを決定することとした。 

（１）平成２４年度工学研究科前期課程修了認定及び学位授与について 

   議長から、平成２４年度工学研究科前期課程修了認定及び学位授与について提案があり、審 

議の結果、本日の出席者においては、配付資料のとおり前期課程修了を認定し、学位を授与す

ることを了承した。 

（２）平成２４年度工学研究科後期課程修了認定及び学位授与について 

   議長から、平成２４年度工学研究科後期課程修了認定及び学位授与について提案があり、審

議の結果、本日の出席者においては、配付資料のとおり後期課程修了を認定し、学位を授与す

ることを了承した。 
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（３）博士論文（論文博士）の審査報告及び学位授与について 

議長から、下記に掲げる者の博士論文（論文博士）の論文審査結果の要旨等は、あらかじめ

グループウェアで確認いただいているので、学位授与の可否を審議願いたい旨提案があり、審

議の結果、本日の出席者においては、学位を授与することを了承した。   
 
 
 
 
 

 

６．報告事項 

（１）平成２４年度工学研究科前期課程（平成２４年１０月入学）の合格者について 

（２）平成２４年度工学研究科後期課程（平成２４年１０月進学・編入学）の合格者について 

（３）平成２５年度工学研究科前期課程（平成２５年４月入学）の合格者について 

（４）平成２５年度工学研究科後期課程（平成２５年４月進学・編入学）の合格者について 

（５）平成２４年度工学研究科グローバル３０（国際機械工学コース（ＩＭＡＣ－Ｇ））合格者に

ついて 

   議長から、報告事項（１）から（５）について配付資料に基づき合格者の報告があり、平成

２５年度工学研究科前期課程（平成２５年４月入学）において、一部専攻で入学定員を満たし

ていないが、研究科全体では定員１００％以上となることから、今後、合格者からの応諾状況

により辞退者数を勘案し、二次募集の実施の有無について決定することとした旨、付言があっ

た。 

（６）教育改革について 

議長から、工学研究科・工学部の教育改革について、８月の臨時合同会議で議論を行い、各

系等に持ち帰って意見を伺った結果について、配付資料に基づき説明があった。 

次いで、９月５日（水）開催の合同会議において、議長から、各系等からは、賛成、反対、

留意点等様々な意見がありこれらをまとめるのは容易なことではないが、少し時間をかけて検

討するべく、今後の進め方について配付資料により説明があり、具体的に少人数で系・学科の

責任のある委員により議論を行う方向で進めたい旨提案がなされ、種々審議の結果、これを承

認した旨、報告があった。 

なお、平成２６年の概算要求は見送ることについて、併せて了承した旨、報告があった。 

  

以 上 

氏   名 

宮 下 秀 樹   


